
Ⅰ 平成１９年度 市町村立美術館活性化事業助成要綱 

１ 趣旨               
この事業は、公立美術館活性化事業の中で、特に市区町村が設置する美術館等（博物館その
他の美術作品の公開及び保管を行う施設を含む。以下同じ。）が、地域創造が提示する、又は
自主的に立案した巡回展の実施を通じて緊密な連携を図ることにより、巡回展に係る情報交換
を活発化し、職員の企画制作能力の向上を図ることを目的とする。 
 

２ 事業の実施方法等 
(1)  助成対象 
次に掲げる団体において構成される実行委員会 
ア 市区町村（政令指定都市を除く。） 
※ 平成１１年度改正の合併特例法（いわゆる「平成の大合併」）に基づくによる
合併市町村については、合併前の市町村数の範囲内で助成対象とする（平成２１
年度まで）。 

イ 地域における芸術文化活動の振興に資することを目的として民法第３４条の規定
により設立された法人のうち、地方自治法の一部を改正する法律（平成１５年法律第
８１号。以下「改正法」という。）附則第２条の規定により、なお従前の例によるこ
ととされた改正前の地方自治法第２４４条の２第３項の規定に基づき市区町村（政令
指定都市を除く。）の美術館等の管理を行うもの 
ウ 改正法による改正後の地方自治法第２４４条の２第３項の規定に基づき指定管理
者として指定を受け、市区町村（政令指定都市を除く。）の美術館等の管理を行う法
人その他の団体 
エ 地域における芸術文化活動の振興に資することを目的として民法第３４条の規定
により設立された法人（イを除く。）のうち、市区町村（政令指定都市を除く。）が基
本金その他これに準ずるものを出資している法人で地域創造が特に認めるもの 

(2)  助成対象事業 
上記２（1）に定める実行委員会が、地域創造が提示する、又は自主的に立案した企画展
を共同巡回展として実施する次に掲げる事業 
ア 実行委員会を構成する団体が管理する美術館等が所有する美術作品等を巡回展示
する事業 
イ 実行委員会を構成する団体が管理する美術館等以外の所蔵先（民間団体及び個人を
含む。）が所有する美術作品等を借り受け巡回展示する事業 
ウ ア及びイの組み合わせで行う事業 
（注）上記ア～ウに掲げる事業には、地域の人々の芸術に対する理解・共感を深めるよう
な普及関連事業（ワークショップ、ギャラリートーク、バックヤードツアー）を含
むこと。 

(3)  事業の実施会場 
実行委員会を構成する団体が管理する市区町村立美術館等 

(4)  入場料 
入場料を徴収することを要する。 
 

３ 助成措置など 
  (1) 助成対象経費 
事業の実施に係る次に掲げる直接経費 
企画費（コーディネーター、アドバイザー、巡回展学芸事務費等を含む。）、展示作品等借
上準備費、展示作品等借上料、会場設営費、展示工作・撤去費、作品運搬費、照明費、作
品補修費、会場警備費、宣伝広告費、図録作成費、保険料、記録費、通信連絡費、普及活
動交通費 
(2) 助成額 
助成額は、上記２(2)に掲げる当該年度の助成対象事業に係る直接経費から入場料等収入を
控除した額の３分の２以内とし、１，２００万円を上限とする。 
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ただし、実行委員会に２（1）に定める以外の団体が参画し事業を実施する場合は、２
(1)の負担する額に相当する範囲内の事業費を対象とする。 
(3) 助成期間 
助成期間は、単年度とする。 

 
４ 手続き 
(1)  事業の申請 
事業の助成を希望する実行委員会は、別記様式１の事業実施申請書を提出するものとす
る。 

(2)  助成の決定 
地域創造は、事業実施申請書の提出を受けたときは、内容を審査した上で、当該実行委
員会に対し助成の可否について通知するものとする。 

(3)  事業内容の変更の報告 
助成内定通知又は助成決定通知を受けた後に事業実施申請書の内容に変更が生じた場
合には、直ちに地域創造に連絡し、別記様式２の事業変更報告書を提出するものとする。
なお、変更によって助成対象事業の要件を満たさなくなった場合は、助成を取り消すこと
がある。 

(4)  事業終了（実績）の報告 
実行委員会は、事業完了の日から起算して３０日以内に別記様式３の事業実績報告書を
提出するものとする。 

(5)  助成金の交付 
地域創造は、事業の実績報告に基づき、その交付すべき助成額を確定して事業を実施し
た実行委員会に通知するとともに、助成金を交付するものとする。 
 
５ 助成の表示 
事業実施会場及び事業実施に際して作成するポスター、チラシ、図録、プログラム、チケッ
ト、看板、新聞広告等に、財団法人地域創造が助成している旨を必ず表示すること。 
（助成の表示例） 
助成：財団法人 地域創造 
助成：（財）地域創造 
 
６ その他 
巡回展事業を実施しようとする実行委員会は、当該事業が円滑に実施され、本要綱その他に
定める市町村立美術館活性化事業の目的が達成されるよう積極的に努力するものとし、広報紙
への掲載、地元報道機関への協力依頼など事業の周知宣伝に広範に取り組み、可能な限り多く
の住民に鑑賞機会を提供できるよう努めるものとする。 


